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厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

分担研究報告書 

 

第 6 章．東京都北区・多摩市におけるソーシャルキャピタルを活用した 

地域保健事業の優良事例に関する研究 
 

      研究協力者 村山幸子 東京都健康長寿医療センター研究所 研究員 

      研究分担者 野中久美子       同上 

 

【研究要旨】近年、地域社会における人間関係の希薄化や対人的つながりの弱化が指摘さ

れる中で、ソーシャルキャピタルを活用した地域保健事業に注目が集まっている。本研究

では、東京都北区および多摩市で 10 年以上の活動実績を持つ 2 つの事例（栄養グループ食

彩、福祉亭）を取り上げ、それらの概要を紹介した。さらに、各団体代表者に対してイン

タビュー調査を実施し、地域のソーシャルキャピタルを活かして活動を実施・継続するた

めに必要な要件について検討を行った。その結果、2 つの事例に共通する要素として、（1）

行政とのつながりが団体発足の基盤に存在している、（2）地域住民と行政の双方に、相互

の地域づくりに対する意志やニーズが一致しているという認識がある、（3）活動を通じて

地域社会への波及効果が見込まれ、その事実が広く地域住民に認められている、（4）サポ

ートする側とされる側の役割が柔軟に入れ替わることで、参加者が継続的かつ長期的に活

動に携わることができる、という 4 点が見出された。 

 

Ａ．研究目的 

 近年、地域社会における人間関係の希薄

化や対人的つながりの弱化が指摘される中

で、ソーシャルキャピタル（社会関係資本）

を活用した地域保健事業に注目が集まって

いる。今後、そうした事業のさらなる拡大・

充実を図る上で、活動実績の認められた優

良事例に共通する要素を整理することは有

効である。そこで、本研究では、東京都北

区および多摩市で活動を展開する 2 つの事

例を取り上げ、それらの概要を紹介する。

さらに、各団体代表者へのインタビューを

通じて、ソーシャルキャピタルを活かして

活動を実施・継続するために必要な要件を

検討することを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

東京都北区の保健師（32 名）と多摩市の

保健師（26 名）を対象に、先述の横浜市と

同様の手順でアンケート調査を行ったとこ

ろ、19 名（北区 9 名、多摩市 10 名）から

回答があり、合計で 33 の事例が抽出された。

内訳は、北区が 21 件（高齢者・介護者支援：

7 件、子育て支援：13 件、その他：1 件）、

多摩市が 12 件（高齢者・介護者支援：3 件、

子育て支援：4 件、健康増進：5 件）であっ

た。北区と多摩市についても、得点化およ

び順位付けを行ったが、アンケートの集計

数が比較的少なく、事例の内容に偏りが見

られたため、北区および多摩市の行政担当

者との協議を踏まえて、インタビューの対
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象となる団体の選定を行った。その結果、

「栄養グループ食彩（北区）」、「福祉亭（多

摩市）」という 2 つの事例が挙げられた。次

項で詳述するが、これらの事例は双方とも

10 年以上の活動実績を持つ。 

その後、各団体の代表者にインタビュー

調査への協力を依頼した。インタビューは

予め用意したインタビュー・ガイド（資料

7）に沿って、半構造化面接により実施した。

調査の実施時期は、食彩が平成 25 年 9 月、

福祉亭が平成 26 年 2 月であり、インタビュ

ーの所要時間は 60～90 分程度であった。 

 

Ｃ．研究結果 

本項では、まず各団体が活動する地域の

特徴と活動の概要を記述し、次にインタビ

ューの結果から、地域に根ざした活動を実

施・継続するためのポイントを整理する。 

 

1. 地域の特徴（東京都北区、多摩市） 

北区は、東京都 23 区の北部に位置する人

口 33 万 6 千人ほどの特別区であり、赤羽、

王子、田端、十条といった地域を含む。北

は荒川を隔てて埼玉県に接し、東は荒川区

と隅田川を隔てて足立区に、西は板橋区に、

南は文京区と豊島区に接する。昭和初期、

北区は重化学工業を中心とする東京屈指の

工業地帯として成長を遂げ、周辺に大団地

が複数建設された。さらに 70 年代になると、

大工場の区外移転が進み、その跡地が団地

へと整備された。これらの団地は徐々に建

て替えが進みつつあるが、老朽化したもの

も多い。平成 26 年 2 月 1 日現在、北区の高

齢化率は 25%を超えて 23区中 1位であるが、

北区に高齢者が多い背景には、古いタイプ

の団地都市であることが少なからず影響し

ていると言われている。また、近年は工場

跡地に大規模マンションが多数建設されて

おり、今後、新興住宅地に暮らす高齢者を

地域の見守り・声かけの対象として定着さ

せていくことが一つの課題となっている。 

他方、東京都多摩市は、多摩丘陵の北端

部を占める人口約 15 万人の都市である。昭

和 40 年代には、大都市郊外のベッドタウン

として、日本最大規模の「多摩ニュータウ

ン」が計画・開発され、現在でも分譲・公

団・都営といった開発主体や居住条件が異

なる団地が混在している地域である。多摩

市全体の高齢化率は 23.9%（平成 25 年 10

月 1 日時点）である。地域の課題としては、

高齢化に伴う認知症高齢者の増加、ニュー

タウン開発の際にエレベーターが無い団地

が数多く建設されたことで、階段を利用し

た昇降が困難になった高齢者が自宅に閉じ

こもりがちになること、新たに転入してき

た高齢者が地域とのつながりを持ちにくい

こと等が指摘されている。 

 

2. 活動の概要 

（1）栄養グループ食彩（東京都北区） 

「栄養グループ食彩」は、食育をテーマ

に活動する高齢者対象の自主グループであ

り、東京都北区全域で活動を展開している。

区との協働事業として「地域活性・支えあ

い」を最終的な目標に掲げ、食を通じて「心

の栄養・からだの栄養」を伝え広げる活動

を目指している。食彩は、同名のグループ

が単体で存在するのではなく、北区各地に

20 以上の小グループが点在しており、それ

らがネットワークを形成して食育活動を推

進している。当該団体の構成メンバーは、

各小グループの運営を支えるサポーターと、

その中から選出されたグループ・リーダー、

食彩全体の代表者の三者に大別される。現
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在、サポーターの登録数は 300 名近くに上

る。 

グループの発足は、平成 11 年 7 月までさ

かのぼる。北区主催の「栄養教室」修了生

の中から、現在の代表を含む 6 名のサポー

ターで栄養グループ「彩々会」を発足し、

赤羽地区の健康センターで高齢者対象の食

事会を開始した。当時、参加者は 20 名程度

であったが、徐々に小グループの数を増や

していった。そして、平成 17 年 1 月に 6 つ

の小グループを合わせて「栄養グループ食

彩」を発足させ、現在までに健康福祉課、

産業振興課、保健予防課、北区商店街連合

会、食品メーカーなどと連携し、活動の幅

を広げている。現在の主な活動内容は、下

記 a）～e）の通りである。 

a）高齢者ふれあい食事会の開催：健康増

進センターをはじめとする区の公共施設や

地域の飲食店、商店街事務所、町会会館な

どで食事会を開催している。対象は介護保

険の認定を受けておらず、北区内に住所が

あり、且つ下記の 1～3 のいずれかに該当す

る 65 歳以上の高齢者である（1.一人暮らし

の者、2.日中一人になる者、3.65 歳以上の

みの世帯の者）。各小グループは月 2 回の頻

度で活動を実施し、その中でサポーターが

料理を作り、参加者にふるまう。また、食

後に体操や手足のストレッチ、歌の時間な

どを取り入れ、単に参加者が提供された食

事を食べるだけではなく、他の参加者やサ

ポーターと交流し、地域でのつながりを作

ることにも重きを置いている。グループの

掛け持ちも可能で、あるグループでは「も

てなす側」のサポーターとして、また別の

グループでは「もてなされる側」の参加者

として活動に携わっている者も多い。した

がって、サポーターとして動くことが難し

くなった人でも、参加者として引き続き食

事会に足を運ぶことができるようなシステ

ムが構築されている。サポーターおよび参

加者は、ほとんどが女性で、60 代から 90

代まで幅広い年齢層で構成されている。平

成 25 年度は、食彩全体で約 1000 名の参加

者を集めた。なお、参加費は一回の活動に

つき 400 円程度であり、提供される食事は

一から全てサポーターが手作りする場合も

あれば、半分もしくは一部のみが手作りの

場合や、地元の店舗に発注して弁当を用意

する場合もある。いずれにおいても、使用

する食材は地元の商店街などで調達し、さ

らに食材の提供元を参加者に周知すること

で、後日、参加者がその店舗を訪れ、商店

街の活性化につながるという副次的な効果

を期待している。 

b）北区食育フェアへの参加：食育フェア

は北区主催の年次イベントであり、区民の

自主グループや歯科医師会、大学、高校な

どが協力して運営する。平成 17 年の初回開

催から、毎年 1000 人を超える参加者を集め

る。食彩の担当するブースでは例年、食育

に関するパネル展示のほか、箸の正しい使

い方を学ぶ豆つかみゲームや食事について

の間違い探しクイズ、軽食の販売などを行

っている。 

c）区民まつりへの出店：北区町会自治会

連合会および北区青少年地区委員会が主催、

北区が共催となって、年 1 回開催される地

域のイベントである。食彩は軽食の販売を

行う。 

d）講演会：食育講演会、生活習慣病予防

講演会、農政事務所出前講座などで講師依

頼を受けている。 

e）生産地との連携：北海道知内町、福島

県鮫川村、群馬県富士見村など、地方との
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交流を通じて食材の提供を受ける。また、1

泊 2 日のツアーを企画し、サポーターおよ

び参加者同士の交流を図っている。 

 

（2）福祉亭（東京都多摩市） 

福祉亭は、「ひろがれ、ひろがれ笑顔の輪」

をコンセプトに平成 14 年に開設された、

NPO 法人の運営によるコミュニティカフェ

である。地域住民を対象として、交流の場

の提供、生活支援や地域情報の提供、世代

間交流による文化活動などにより、高齢者

の社会参加の拡大を図り、まちづくりと地

域福祉の増進に寄与することを目指してい

る。事業の運営は、NPO 法人の中核メンバ

ーと一般のボランティアスタッフが支える。

現在のスタッフ登録数は約 100 名に上り、

その中から毎日 4～6 名が現場で活動して

いる。また、当番でない日は利用者として

来訪するスタッフも多い。活動場所は、多

摩ニュータウン永山地区近隣センター商店

街の空き店舗で、60 平方メートル程度の室

内にテーブルや椅子、ソファーなどが並ぶ

（室外の 5 席を含めて全 37 席）。なお、そ

れらの家具や食器、冷蔵庫やポットなどの

機器は、生協や地域住民から提供・寄付を

受けている。通行量の多い歩行者回廊に面

していることや、近くに保育園、スーパー

マーケット、福祉会館などが建ち並ぶこと

から、地域住民が自然と集まりやすい場所

に立地していると言える。 

福祉亭は、平成 13 年に多摩市で開催され

た市民懇談会「多摩市高齢者社会参加拡大

事業運営協議会」を契機に最初の形が立ち

上げられた。同年 8 月に「高齢者いきいき

事業」として東京都と多摩市から 3 年間の

補助金が交付され、平成 14 年 1 月に世代間

交流の場として「ライブハウス永山福祉亭」

が空き店舗で活動を開始した。当時の運営

は多摩市からの補助金で賄われていたが、

平成 15 年の補助金交付終了を目前に運営

方針を見直すこととなった。市民に参加を

呼びかけ、無償ボランティアによる運営へ

と移行し、平成 15 年 4 月に NPO 法人「福

祉亭」が誕生した。趣味活動と食事・喫茶

の場の提供を中心に運営し、年間売り上げ

が約 900 万円、完全な無償ボランティアの

運営によることから人件費が不要というこ

ともあり、経常黒字の自主経営となってい

る。 

福祉亭の主なサービス内容は、食事と喫

茶、趣味活動（囲碁・将棋など）の場の提

供である。月曜日から土曜日は 10 時から

18 時まで、日曜日は月 2 回 13 時 30 分から

16 時までの営業時間の中で、定食（500 円：

1 日約 30 食）やラーメン、サンドイッチの

他、ビールなどのアルコール類も用意して

いる。当初の構想は「居場所としてのスペ

ースと食事の提供」であったが、利用者の

意見を取り入れ、アルコール類の提供や囲

碁・将棋などの趣味活動の場の提供も行う

ようになった。また、介護予防を目的とし

たミニデイサービスが毎週水曜日に開かれ

ており、体操や唱歌、ペン習字などが企画

されている。この他にも、地域包括支援セ

ンター職員による無料の「よろず相談」や、 

誕生会、クリスマス会、新年会など、様々

な行事・イベントが展開されている。これ

らのスケジュールは福祉亭から毎月発行さ

れる情報誌「いきいき新聞」に、地域情報、

利用者からの投稿などとあわせて掲載され

る。提供プログラムは曜日や週によって運

営者と内容が異なるため、新聞の行事予定

を見て来店する利用者も少なくない 1)。 
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3. 地域に根ざした活動を続けるポイント 

 本章では、上記 2 つの事例について、地

域に根ざした活動を継続するためのポイン

トを、インタビューにおける各団体代表者

の語りを引用しながら整理する。 

(1) 栄養グループ食彩（東京都北区） 

食彩の立ち上げに際しては、北区行政機

関との関係づくりが基盤となった。代表を

はじめとするサポーターは、北区の主催す

るイベントのスタッフやボランティアに積

極的に応募・参加し、行政職員とのつなが

りを形成していった。その中で、食育活動

を通じて地域の活性化に貢献したいという

サポーター側の希望と、自主グループなど

のインフォーマル・サービスを通じて、介

護予防や高齢者の閉じこもり防止に取り組

んでいきたいという行政側のニーズが合致

し、食彩が区との共同事業として始動する

に至った。地域住民のやりたいことに行政

職員が親身になって応えてくれると感じら

れたことが、活動を継続していく上での一

つの大きな支えになったという。 

「やっぱり、グループをよくしたかったら、

行政のやってる、そういう、いわばいろん

な募集や何かありますよね。スタッフ募集

とか、そういうときに、自分が出て行く。

＜中略＞どんどん自分が出ていって、まず

行政のつながりが、どうなってるか、そう

いうのは絶対知るべきね。」 

「共に良い形でしていくには、自分たちが

何をできるか、何ができるか。＜中略＞そ

うしますと、行政の方も、じゃあこういう

ことを一生懸命なさっているから、じゃあ、

こんなんしていきましょうって、そこで歩

み寄ってくださって、助けてくれるし、で

きること、それは行政の職員以上のことを、

してくださいました。そのやっぱり、人間

と人間とのつながり。それが一番だと思う。」 

「行政と共に歩む。それが一番大事なこと

だと思う。だって行政の人が育ててくださ

っているし、区民としてできることをさせ

てもらう。ともに、これは北区を大事にし

ていく姿勢です。」 

また、食彩の運営費は食事会で徴収する

参加費のみで、補助金などは受領していな

いが、行政職員とサポーター、サポーター

と参加者、あるいは行政職員と参加者との

間に関係性ができていれば、金銭的な利益

が生まれなくても活動の拡大・継続は可能

であったと話す。 

「みんな別に、遠くから来ても、交通

費（が支給されなくても）、誰も何も言

わないし、お茶飲んでも、誰も何も言

わない。それがまた、お金にかえられ

ない、すばらしいものがある。仲間。」 

「これが仕事だったら、合わなかった

ら、我慢するでしょう。ここ（食彩）

においては一銭も出ないから、我慢す

る必要もないし。＜中略＞だから、辞

めたきゃ辞めるでしょう。こんなのば

からしいと思うでしょう。でも、楽し

いんだっていう、こういう知らない人

と向き合って、お友だちになれること

は、自分発見だし、楽しいだろうって

いう人は定着していく。」 

さらに、食彩の活動を通じて参加者や地

域社会へもたらされるメリットを明確に提

示していくことが、団体が地域に根ざした

活動を進める上で重要であるという語りも

見られた。参加者にとっては、定期的に外

出し、近隣住民とのつながりができるとい

う利点があるのはもちろんのこと、食事会

には区の職員（保健師など）が参加してい

るため、健康づくりや医療・福祉に関する
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区の情報をいち早く知ることができる。ま

た、先述の通り、食事会では地元の商店街

などで調達した食材を使用し、提供元とな

った店舗を食事会の中で参加者に周知する。

活動後に参加者がその店舗に立ち寄り、買

い物をすることで、商店側にはさらなる経

済的利益が見込まれる。このように、自分

たちのグループの存続・拡大のみならず、

地域社会全体の交流の活性化や経済効果を

視野に入れて活動を行ってきたことも、食

彩が広く地域住民に認められるようになっ

た一因であるという。 

「やはり私たちには、ただ、している

っていうんじゃなく、共に栄えるって

いうこと。おかげさまで、この食事会

をさせていただいていると、＜中略＞

そこの商店街の人とも仲良くなるし、

この食事会してるんで、今産業化の、

産業振興課っていうところで、共にさ

せていただいてますと、商連の方とも

＜中略＞いろんな意味で、つながりっ

ていうの、できてる。」 

「私たちにおいては、食っていうもの

から結びついているので、それがすべ

てつながっていく。＜中略＞北区にお

いて、いろんな意味で、課がどうあれ、

商連から、そういう細かいことじゃな

くて、しっかりと輪になって、その高

齢者、どこ行っても食べられますよ、

どこ行ってもあれしますっていう、手

を携えて、持っていくのが一番だと思

う。＜中略＞区と共に、自分たちので

きることを、させていただいて、そう

いうものでつなげる。」 

 

（2）福祉亭（東京都多摩市） 

 先述の食彩と同様、福祉亭の発足におい

ても行政職員とのつながりや、地域住民と

行政双方の地域づくりに関する意志が合致

したことが大きな契機となっていた。 

「多摩市はそのころから世界最速の高

齢化率のまちっていう形容詞を付けら

れていて、なんでそういうことになる

かっていうと団塊世代が多いという。

その理屈から言って、多摩市の行政の

ほうも、これは何とかせないかんとい

う思いと、市民側も団塊は、男たちは

まあそれぞれあれなんだけど、私たち

の世代っていうのは寿退社とか、そん

なんで専業主婦層が子育てしているま

ちだったから、そのままその流れで地

域活動をする女性たちっていうのが多

くて。」 

「行政もね、そのころ市民協働という

言葉が初めて世の中に出てきたときで、

行政は黒子だっていうようなところで。

また行政組織も団塊世代が多かったん

ですよね。だからどこか同じ空気をし

ょった行政職員と市民活動の担い手た

ちが、あうんの呼吸で動いていたって

いうのが、やっぱり非常に幸運だった

かもしれないですよね。それでその人

たちの思いが一致して。」 

当初は高齢者に対する「居場所としての

スペースと食事の提供」という構想から始

動した福祉亭であったが、その活動形態は

徐々に変化していった。利用者からの要望

や、その時々の多摩市の地域課題、社会背

景（2012 年問題など）に応じて、福祉亭の

役割を捉え直していくことで、高齢者だけ

でなく、地域社会全体において、居場所と

してのコミュニティカフェの機能や重要性

が認識されるようになった。 

「それで結局高齢者だけの問題じゃな



- 72 - 

いっていうのをだんだん、まちの問題

はそういうものでもないっていうのも

だんだん分かってくるものですから、

もともと目指していた居場所っていう

のを、地域の居場所、高齢者の居場所

だけでなく。そんな感じで拡大してい

くと、また世の中がそういう、次第に

風が吹いてくるんですよね。それで、

コミカフェ（コミュニティカフェ）っ

ていう言葉もだんだん生まれてきたし、

その居場所の、コミカフェ、居場所っ

ていうものの、大事さと役割っていう

ものが分かってきたり。」 

「それ（孤独死、一人暮らしの増加な

ど）に対してじゃあ福祉亭が何ができ

るかっていう、また捉え直しをしてい

くことによって、コミュニティ再生っ

て大事だよねみたいな言葉が。やっぱ

りコミュニティ再生っていう言葉がや

っぱり社会から与えられたんじゃない

かな。私たちもそれを目指していくっ

ていう感じですかね。ちょうど連動す

るようなかたちで時代と社会背景と、

私たちの思いっていうものが動いてき

たかなっていう感じがしますね。」 

「毎日毎日福祉亭開けていて、孤独死

が確実に減りましたっていうことは言

いにくいんだけど。それでも福祉亭を

頼りにしていただける。例えば公園で

誰かが倒れてたって言えば福祉亭に運

んでくださったりとか。あるいはもの

すごい雪の、この間の土曜日でも訪ね

て来てくださったり。＜中略＞一様に

一色に染め抜くことは福祉亭はできな

いし、やるつもりもないんですけど、

何かの地域が必要としてくださるので

あれば、それは要するに福祉亭を利用

してくださるってことだし、なんか困

ったときにイメージしていただけるっ

ていうことなんで。その程度の役割果

たさせていただければ。言ってみたら

それの連続の中にインフォーマルの世

界っていうのが、助け合うっていうの

があるので。まあそんな感じで毎日運

営させいただいてますって感じです

ね。」 

 

Ｄ．考察 

本研究では、東京都北区および多摩市で

10 年以上の活動実績を持つ 2 つの事例（栄

養グループ食彩、福祉亭）を取り上げ、そ

れらの概要を紹介するとともに、代表者に

対するインタビュー調査の結果から、各団

体が地域に根ざした活動を続ける上でのポ

イントを整理した。北区と多摩市は、双方

とも古いタイプの団地が数多く残る地域で

あり、そこに暮らす高齢者に加えて、新興

住宅地へ移り住んできた高齢者が地域でつ

ながりを持てるように工夫が必要であると

いう点で、同様の地域課題を有している。

そのような状況下で、食彩と福祉亭は、共

に「食」というものを一つの軸として、そ

れぞれが独自の活動を展開していた。 

上記のインタビュー結果から、地域のソ

ーシャルキャピタルを活かして地域保健事

業を実施・継続するために必要な要件につ

いて、2 つの優良事例の間には 4 つの共通

する要素があると考えられる。1 つ目は、

行政とのつながりが団体発足の基盤に存在

していることである。食彩と福祉亭は、双

方とも発足当初から行政との連携を重視し、

行政職員と協働して活動の構造を決定して

いた。さらに、2 つ目の要素として、単に

行政とのつながりがあるだけではなく、地
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域住民と行政の双方に、相互の地域づくり

に対する意志やニーズが一致しているとい

う認識が、発足当初から共有されていた。

このコンセンサスに裏打ちされた信頼関係

が、後に活動を継続していく上で重要とな

るのではないだろうか。3 つ目は、活動を

通じて地域社会への波及効果が見込まれ、

その事実が広く地域住民に認められている

ことである。食彩の場合は主に食事会を通

じて、福祉亭の場合はコミュニティカフェ

が商店街の中にあることで、地域社会全体

の交流の活性化や副次的な経済効果を生み

出している。活動を続ける中で、この事実

が地域住民全体に認知されることにより、

地域社会における各団体の存在意義が明確

となり、それが活動の支えになっていると

思われる。4 つ目の要素は、サポートする

側とされる側の役割が柔軟に入れ替わるこ

とで、参加者が継続的かつ長期的に活動に

携わることができるという点である。食彩

ではサポーターが一般の食事会参加者とし

て、福祉亭ではボランティアスタッフがカ

フェの利用者として、日ごとに違った役割

意識をもって活動に関わっていた。この構

造は、ある人がサポーターもしくはボラン

ティアスタッフとして動くことが難しくな

った場合の受け皿となり、ひいては地域社

会における居場所や他者とのつながりを確

保・維持することにも結び付いていると考

えられる。 

以上の要素は、あくまで 2 つの事例に共

通するものであるため、単純に一般化する

ことはできないが、新たに地域保健事業を

始める上で、あるいは既存の団体・事業が

継続していく上での鍵となる可能性がある。 

 

 

Ｅ．結論 

インタビューの結果、地域のソーシャル

キャピタルを活かして地域保健事業を実

施・継続するために必要な要件について、2

つの優良事例の間に、下記の通り 4 つの共

通要素が抽出された。 

（1）行政とのつながりが団体発足の基盤に

存在している。 

（2）地域住民と行政の双方に、相互の地域

づくりに対する意志やニーズが一致してい

るという認識がある。 

（3）活動を通じて、地域社会への波及効果

が見込まれ、その事実が広く地域住民に認

められている。 

（4）サポートする側とされる側の役割が柔

軟に入れ替わることで、参加者が継続的か

つ長期的に活動に携わることができる。 
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